
日本でよけいに感じ取る

2006.09.08

多くのハンサムな男と美人の友達と知り合った!楽しいぞ!

周 游さんの日記



みなさん･もうなれましたか

2006.09.20

わたくし３にんはここでいい生活が過ごせます。先生と友達はみんなお世話になります。
ゴルフはとても面白くて交流もできます！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
つづく
（原文）
これは日本語で投稿されたものです

周 游さんの日記



どうしてこうなる？―――――興奮した野球の試合の記録

2006.10.16

僕らの学校の野球の試合を見るのはこれで二回目だ。一回目と比べると親近感を感じながら、落ち着いて見れた！四国大会の決勝戦だったので、体育館に入った瞬間から緊張感
を感じた。メンバーの姿を見た瞬間、勝ったときに歓喜に沸く僕たちの姿が目に浮かんだ。ぼくらは甲子園の出場したんだぞ！どんな相手に怯むことがあろうか？こんな気持ち
で、僕たちの3人は試合が始まるのを待った！
秋とはいうものの、太陽は依然と怒るが如く強い日差しを降り注ぎ、暑くて息が苦しくなる。しかし僕たちは応援団のみんなと一
緒に強い日差しのもと、ひっきりなしに応援を続けた。校歌からまるなかの店の歌まで、応援団のみんなで心をひとつにして歌った。僕たちのチームが一点取るごとに大喜び
し、一点失うたびに悲しんだ。試合は残酷だ。誰も結果を知ることはできない。僕らができることといえば、力の限り応援することだけだ!ここいると、団結とは何か感じこと
ができる。規律とは何か知ることができる。友情とは何かを理解することができる。
試合が進んでいく。実力があれば、スコアもでる。こういうときに試されるのが精神力
だ。一気に力を使えば一瞬は強いが、長続きせずに力から果ててしまう。相手の応援団が休んでいるときにも、僕たちはずっと休まず叫び続けた。時間はとても早く過ぎ、あっ
という間に一時間が過ぎた。選手たちは細心の注意を払っていた。すべてが勝敗の分け目となりうるので、一回のミスが何ヶ月ものみんなの努力をふいにする可能性があるの
だ。
緊張しながら、試合は9回まで進んだ。僕らはの守りの場面。前の回で点を取れなかったので、スコアはいまだ2：2のままだ。この回がクライマックスだった。相手が一
点とれば、彼らは優勝し、僕たちは2番目になってしまう……今の情況はこうだ。2アウト、2ストライクス、3ボール。2塁、3塁には人がいる。一番重要なのは最後の一球だ。
運命の一球だ。ボールが投げられた。一瞬のうちにボールは打たれた。ボールは2塁にいた選手を飛び越えた。僕たちに絶望が広がった。さらに、相手チームの選手がホームま
で戻るときには、まるで飛ぶような速さでホームを走り抜けた。この最後の一球で、3時間の頑張り、選手の何ヶ月もの厳しい練習が、無に変わった。僕らは負けた。さらにこ
の状況を受け入れるしかなかった。1分前までここには応援団の声が溢れていた。しかし今は死んだように静かだった。この事実を誰も受け入れるられないでいた。甲子園にも
立った僕たちなのに、どうしてここで負けていられようか？現実は残酷だ。相手の喜びようを見て、心の中には悔しさと悲しみでいっぱいだった。
どうしてこうなるのか？負
けるなんてことがどうしてありえるか？選手たちは雨の日も風の日も、毎日9：30まで練習した。中には傷をした人もいたし、監督に怒られ田人もいた。だけど、彼らは弱音を
吐く人も、諦める人もいなかった。試合のために死に物狂いで骨身を削って訓練してきた。このようなチームがどうして負けるのか。誰かぼくに教えてくれ。
恐らくこれが野
球なのだ。これこそがスポーツの魅力なのだ。これが選手たちが絶えず追いかけつづけているものだのだ！
（訳文）

周 游さんの日記



ゴルフの歩み　初めての経験

2006.10.31

ここにきた初めの日、先生はぼくらがゴルフ部に参加してほしいようだった。香川県内でぼくらの学校だけに、ゴルフ部があるようだ。ゴルフができるのは、幸せなことだと思
う。だから、当然先生の期待を裏切ることはなかった。2ヶ月のゴルフの歩みを紹介したいと思います。。。。。。。
初めてゴルフをやったときのことをよく覚えている。見慣
れてはいるけれども触ったことのないゴルフクラブ。初めて自分の手でそれを握ったときは大きな喜びと驚きが心の中で広がった。テレビでは見たことがあったから、誰でも打
てるものだと思っていた。だって、棒一本とボール一個でしょ。力いれて打てばいいんでしょ。そんな気持ちで、初めてのゴルフをした。そのとき、ブジテレビの撮影もしてい
て、みんなの前で、僕ら3人は恥ずかしい姿を見せることになった。聞こえるのは、ゴルフクラブが空気を切ると地面を叩く大きな音ばかり。それから掌にはたくさんの水泡が
できた。そして、僕は諦めた。どうして、単なる小さな球なのに、僕は打てないのだろうか。どうしてなのか？そのときはとても分からなかったのだけど、ずっと後になって上
手くなってきた。（僕らのゴルフが余りに下手だったので、ブジテレビ放送が放送するとき、この部分をカットしてくれた。もしかしたら、僕たちがみんなの前で恥をかくのを
さけてくれたのかもしれない。）
こんな風に初めてのゴルフは終わった。悔しさと自分への不満と、疑いと望みをもって、僕たちは2回目の練習に参加した。
続く。
（翻訳の
先生、お疲れ様でした。次のときはたぶんもっと書きます。）　　　 お疲れさま
（訳文）

周 游さんの日記



部活動

2006.11.19

日本の学校ではほとんど部活がある。それは学校生活の一部になっていて、生徒の運動能力の引き出し、体を強くし、さらに強い意志も鍛えることができる。
僕は初め大きな
興味を持っていた。部活に対して、面白しくて楽しむものという考えしかなかったから。最初は必死で練習やって、早くゴルフがうまくなりたいと思っていた。この目標の達成
のために、手に怪我を負い、手に水泡ができたりもした。その時どうなろうと、僕は決心と情熱に満ちていた。時間は流れ、2ヶ月半が経った。始めた頃の熱い気持ちは少しず
つ薄らいできた。ゴルフはうまいとは言えないが、それでも少しはできるようになった。僕達3人は毎週の練習量は多くないが、しかし毎日同じ事を繰り返していて、つまらな
いと思い始めている。部活はこういうものだったのか。本当に少し後悔している。参加するんじゃなかった。
先日、部活への見方を180度変えさせるような事が、起きた。
僕
の寮には、サッカー部と陸上部の生徒が住んでいて、そして自分はサッカーに対して少し興味がある。一日中彼らと一緒にお喋りや食事やお風呂に入っている。サッカー部には
Ｙくんという生徒がいる。。クラスメイトで二年生だ。彼はとても人が良くて、僕と彼は結構仲がいい。おととい彼が病気にかかってしまったので、病院に行って、午後帰って
来てからずっと寝ていた。夜になって、食事に彼を叫ぼうとした時、彼の顔色は悪くとてもやつれて横たわっているのが見えた。彼とすこし話をした。どうしてか分からない
が、部活動の話になった。君は病気になったから部活に出なくていいねと、僕は言った。。。彼はとても驚いた様子で僕をちらっと見て、僕に部活が嫌いなのかと聞いたので、
少しねと僕は答えた。彼は起き上がって、部活動に参加したいと言いつづけた。また外のグラウンドにいるクラスメイトを指差して、もし病気にかからなければ、医者が運動し
てはいけないと言わなければ、彼もグラウンドに立っていたはずだと言った。彼の言葉と目つきから、彼がどんなにサッカーが好きなのか、部活への熱い思いが伝わってきた。
僕は彼にどうしてこんなにも夢中になれるのかと聞いたくと、理由なんてない、ただ好きなんだ、好きだから諦められない！と彼は言った。僕は将来何になりたいかと彼にたず
ねた。すると彼はこれからサッカー部に入部してくる生徒を教えるサッカー監督になりたいと答えた。。。
これが日本人学生の中の部活なのだ。さっき言ったＹくんのサッカ
ーはそこまで上手ではない。ベンチにさえ上げてもらえない。でも彼はサッカーを嫌いじゃない。部活を諦めていない。大会のときのメンバーに入ろうと頑張りつづけているの
だ。試合の時彼は応援をしつづけ、一日中全く話ができないほどにのどがかれてしまって、見ているこちらが気の毒に思ってしまう。しかしサッカーの話になれば、鋭い眼差し
に変わり、部活の話になれば、彼らは闘志をたぎらせる。このような姿は、僕は永遠に真似できないと思った。だから僕もゴルフがうまくなるように頑張らなくては。精通する
とまでは行かなくても、ある程度はうまくならないと。部活のもたらす魅力を十分に享受したい！
（訳文）

周 游さんの日記



文化祭

2006.11.28

先週の火曜日、僕達の3人は高松市に行って香川県文化祭に参加しました。イベントに出演して、僕達留学生に対する取材もありました。
1ヶ月前にすでにこのことを知ってい
たのですが、僕達心を込めて準備を始めました。取材の回答は繰り返し良く考えてやっと決めました。プログラムもいろいろ考えてやっと歌に決めました。歌の名前は「美しい
神話」です。歌といえば、彼女ら二人は歌が上手だけど、僕は歌がとても苦手だから断固として反対しました！でも1対2じゃ仕方なく彼女たちに従いました。（日中交流セン
ターの先生，僕はずっと心の中で思ってたんですけど、どうして男１人と彼女たち女の子２人とに分けたんですか。何をする時でもいつも1：2で私はいじめられて毎日ツライ
です。。。冗談だけど）彼女たち２人の美声を聞いていて、僕は本当に恥ずかしかった。だから取材の内容の上でしか自信を持つことができませんでした。。。。。。
本番
前、楊さんは緊張して、いつもの僕の口癖「煩死了」を何度も言って、準備室内には「煩死了！」の叫び声が溢れていました。“10分だけじゃない。”私はそう言い聞かせながら
も、でも自分も心の中はとても緊張していました。ステージの下には2000人もいて、もし恥をかいたら、個人の問題だけじゃなくて、学校のイメージにも影響するし、更に重
要なのは中国人の顔に泥を塗ってしまうのです。
私達の十分な準備と、我々３人の何度もの取材経験によって、公演は大成功でした。あの「美しい神話」は会場全体から拍手
をいただきました。彼女たち二人がとてもよく歌っていて、僕はリズムを乱していただけですが、それでも全力を尽くしました！結果じゃなく、その過程が大切なのです。僕は
とてもうれしいです。
ステージの上にいたのは10分だけですが、私達の感覚では1世紀にも感じられました。１文字が、ワンフレーズがすべて10倍長く感じました。でも感嘆
している時間は短く、私達に十分な展示の機会を与えてくれませんでした。楽しい時間は常に短いから、私達はそれをしっかりつかまえなければなりません。苦しい時もそれは
一時で、苦痛を忘れた時こそ、我々はようやく新しい楽しみを迎えることができるのです！
PS：ここで学校の古典の先生に感謝したいです。彼女のおかげで日本に来てから最
高の3日間を過ごせました！！

周 游さんの日記



今日は100日記念日

2006.12.18

今日は12月18日。なんでもないような日だけど、特別な日、記念日。今日が日本に来て、100日目の記念日だから！
１００日も家族、友達、先生と会っていない；１００日も
僕のおばあちゃんの手作りの料理を食べてない；１００日も先生の厳しい言葉を耳にしていない。この１００日間、何が起きた？みんなは元気？楽しい？
　　この１００日
間、いつも家族と連絡はしていたけれど、心の中がいつも気になって、心配していた。お父さん仕事しすぎないで。お母さんもリラックスして。いつも僕を心配していた。僕は
何もわからなかった。自分が楽しいと思うがままに遊んいた。お父さんお母さんの心どれだけ傷つけただろう。。。。。。
　　お母さん、知っていますか？毎日登校すると
き、僕が自転車置き場から自転車を出すとき、あなたは必ず窓辺に立って、僕が走り去るのを見送っていた。たとえ寒い冬でも、あなたはいつもそうしていた。僕が学校に行く
時には、必ず手を振ってくれた。僕の心の中は感謝で一杯だった。僕は早く大きくなって、お母さんに心配させたくなかった。寒い冬の日、窓辺に立つお母さんの姿を見なくな
かった。
　　お父さん、覚えていますか？他の人の前で、僕の高校の話をした時、誇らしげに語ったのを。だけど、僕はあなたの心の中は心配で一杯だったのを知っている。
僕の成績のことで、何回も怒られた。でも僕はものともしなかった。一度たりとも、勉強することが自分のためだとは思ったことがなかった。僕は早く大きくなりたかった。自
分の目標に向かって頑張って、お父さんを悲しませないために。お父さんに、怠けてる僕を見つけた時投げかけるあの視線をさせないために。
　　おばあちゃん、分かってい
ますか？小さいときからあなたが僕を育ててくれた。幼稚園から、4年生になって引越しをするまで、毎日送り迎えをしてくれた。おじいちゃんが早くに逝ってしまったから、
僕を育てるために、苦労をしたことを知っている。小さい時僕は言うことを聞かなくて、頭突きをしてあなたの歯を折ってしまって、長い間痛い思いをさせてしまった；食事を
するたびに、いつも一番おいしいところを僕にくれた。見慣れた光景だった。簡単なことに見えるだろうけど、僕への愛情がこもっていた。僕はちゃんと覚えているよ。僕は早
く大きくなりたかった。おばあちゃんを傷つけないように。おばあちゃんの怒ったときの顔を見たくはない。
　　今年僕は16歳になった。あと2年で18だ。成人する。自分の
事は自分でできるようにならなければいけない。できるだろうか？ずっと家族から溺愛された僕が自分で生活できるだろうか？
　　今回日本に来て、香川にたどり着いた。仙
台の学校ほどは立派ではないかもしれない。沖縄の学校ほど美しい景色もないかもしれない。それでも、先生と友達からの深い愛情がここにはある。それは何にもまして大事だ
と思う。ここにはお母さんのような担任の先生がいて、お兄さんのようなJTZPの友達がいる。どの先生もどの友達も、優しく接してくれる。これ以上ない配慮をしてくれる。
一年後中国に帰って、留学での一番の収穫は何かと聞かれたら、僕はたくさんの友達と先生と知り合ったことだと、言い切る。たくさんの心優しい友達ができた。特にJTZPと
GCGPの二人。弟のように僕を気にかけてくれて、家にいるような感覚にしてくれた。
　　　まるまる100日が過ぎた。僕は突然たくさんのことを悟ったような気がする。たく
さん学んだ。あと200数日で、僕の生活はまたどう変わるのかな？頑張ろう、期待を胸に毎日新しい一日を迎えよう。
（訳文）

周 游さんの日記



サッカー部からの感想

2006.12.25

今日、学校のサッカー部の訓練を見た。僕の学校のサッカー部はとても強い。全国大会に出るために、その中の25人は宮崎県に行って練習試合に参加した。残る7人の選手は残
って学校で練習をした。
7人の練習、それは3対4の練習試合。その中の2年生が2名、1年生が5名いた。この試合を見て、僕はやっと何をグ蘭での戦いと叫ぶのかを知った。同
時に中国人にとっては理解しがたい“友情”も見た。
練習は思っていたよりも緊迫した雰囲気ではなかったけれど、上手い人だけがパス回しをして、シュートをした。宮崎に25
人行ったとはいうものの、残った7人のレベルも普通の1、2年生が訓練してできるものではない。1年生だとしても、能力は決して2学年に引けをとらない。僕が目がくらむよう
なパス回しをする。今、試合中のボールとの接触そのすべてが、ふだんの百万回の練習の上に成り立っていると、やっと知った。
毎回、爽快なゴールはみんなの喝采を得る；
毎回のミスも会場全体のブーイングを買う。
すっかり冬になった。しかし昼間の太陽は変わらず照っている。1時間後、みんなは強い日差しの下、練習を続けていた。だけど、
その後の事は僕には理解しがたかった。
ある1年生が度重なるミスをした。同じチームの2年生が彼を厳しくしかった。１年生と２年生との上下関係はとても厳しく、僕として
は驚きだった。

周 游さんの日記



ホームスティ美食編

2006.12.31

にこにこ、意外にも僕が美食編を担当することになり、男子である僕に書かせるとは、ホントに見る目がある。
では2日間の飲んだり食べたりの状況についてまとめて、2特に
特徴的な２つの食事について紹介しましょう。
期日：12月29日 天気：大風（とても寒いです） 場所：宇多津の魚釣り茶家（香川県丸亀市近く
です）人物：石井先生、勇気君
（先生の孫） 丢丢豆 小斐 私
重い点字の語：自分で着手して、衣食が満ち足りとっくに先生から魚釣りに行くと聞いた時から、楽しみで、丢丢豆に対する楽しみ（彼女はずっ
と釣りってどうすればいいの？と言ってました）、楽しい気持ちを抱きながら、私達5人は魚釣り茶家に来ました。わーい、意外にも室内の結合の魚釣りで、飲食、##，$$な
どの設備を持ったお茶の家。室内のプールの上で止まっているあの模型の海賊の船を見ていて、海の中にいる感じを受けます。私達は窓側の席を選んで坐って、目を向けると波
が荒れ狂う池水で、中の魚は水中の分子の数と同様に多く、道理で先生がいつも丢丢豆を慰めてどんな人でもすべて釣ることができると言っているのがわかった。店員は釣りざ
おを持って来て、釣りのえさ。何でもそろっていて、ないのは東風だけ。
最初に出場したのは勇気君で、彼の熟練した技術を見ていて、素早い腕前を足して、彼がここの常連
であることを知りました。ごく短い5分、ずっと体つきのふくよかなたいは彼に引き延ばして上がってこられて、発見していないことを始めますと、私達の1と彼が本当に良い
でかいを落としたことを発見しますに比べて後から来ます。その後店員は大声で叫ぶことを始めます：“ここの勇気君が1本のたいを釣ったことを見て、みんなは彼をおめでとう
ございます、いっしょに拍手して祝賀しにきます！”店員のがみんなの1のひとしきりの歓呼の声に大声で叫んでくるを待ち望みます。勇気君の楽しいのは笑い始めました。
次
に出場したのは僕で、私はてんてこ舞いをして、またさせる自分の全身の水、おや、私は本当に愚かすぎます！
引き続いて丢丢豆がと小さくあやがあって美しくて、10分を通
って、2匹の見積もりはネット上がってくることにやっと小さな魚の同情したことで、これは若死にする阿で、先にそれの2人(つ)のために5秒間黙祷します。
また1会を過ぎ
て、勇気の君の釣る大きい魚は体が赤くて、詰めて大きな皿の中で上がってきて、それが醤油煮込みにされたためです。さっきまた元気よく飛び回った人民、やっと5分はマル
クスが行ったことを見て、本当に世の中の弱いものが強いものの餌食になることに感嘆します！（脱線しました）越えないのは本当にとてもおいしくて、ひとつの肉はすべて糸
をあらわして香の柔らかい誘惑に滑って、1本のとげはすべて非常に良い汁をいっぱいに含んで、このようなおいしい食べ物は本当に人に忘れることができません。第2のぐる
ぐる巻いてきたのは私の傑作で、中国語でタイの魚を蒸すのだと言います。もう描写しなくて、さもなくばあなたの見たのはよだれを流しました。
その他に2本は私達がが食べ
られないため先生の家を持ち帰りました。
30分の戦闘を経て、私が最後にひとつの魚の身を消化しますで終わります。
あのような魚の身のすがすがしい香りは依然として口の
中で残って、あのような喜んだ雰囲気の元どおりな記憶は心の中で、このような中日の交流は永遠に下ります！永遠に！
石井先生と家族が私達を連れて楽しい1日を過ごさせて
くれたことに感謝して、先生の厚情の接待に感謝して、まだ引き続き何日間は先生にご面倒をかけなければなりません！！！

周 游さんの日記



新学期がきた

2007.01.09

　　今日から新学期がはじめた。自分の目標を現実するために頑張るぞ～。　（原文）
これは日本語で投稿されたものです

周 游さんの日記



ずっと書いてないけど、失踪したわけじゃないよ。。。

2007.04.09

やっと三年生になった。別に何もないが、なんか微妙な前とちょっと違う気持ちがある。
歳をとったか。大人になるはずか。あるいは、あたらしい生活を迎えるか。いった
い、それはどんな気持ちなのか、僕もしらない。
まだ１８才まで１年間あって、そんなに詳しく考える必要がない。だから、僕にとっては、目の前のことが一番重要なこと
だ。７月も入れて日本にいられる時間は残り４ヶ月だけだ。
僕だけじゃない、みんなも後悔しないように今からの４ヶ月間を有意義に楽しんで過ごしてください。おそらく今
度のチャンスは一生で一回かもしれない。だから何十年か後、今のことを思い出す時、愉快な笑みが現れることだろう。
これは日本語で投稿されたものです
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きつい屋外体育の授業

2007.05.09

もしも国内で、体育の授業の日があったなら、僕は絶対一日中興奮すると思う。僕がバスケットボールのコートを走り回ることが好きで、卓球台の前でラケットを振ることが好
きで、バドミントンのネットの前でスマッシュすることが好きなのは、僕が心からスポーツを愛するためです。ボールが入った時の喜びも、失敗した時の悲しみも、全部スポー
ツが僕に与えてくれる楽しさです。
ここに来てからも、スポーツに夢中になることは変わっていなくて、体育の授業は依然として僕を非常に活発にしてくれます。でもこの新
学期、あることが僕を悩ませています……。
日本ではどんなスポーツが最も人気があるでしょうか？或いはどんな試合がもっとも注目度が高いでしょうか？また或いはどんな
スポーツが若い人に人気がありますか？その答えは疑いようもなく“棒球”、日本語でいう“野球”で、僕達の学校の野球チームは甲子の園に出場したこともあって、野球は異常な
ほどに盛り上がっています。
これが、野球がわからない僕にとってなぜだめだと言うのかというと、野球をするのは“小斐”と“丢丢豆”に軽蔑されるのよりもさらに苦痛なので
す。
毎週２コマの体育の授業があって、１コマは室内で、１コマは屋外で行われます。室内ではバレーボールをするので、私はやっぱりすごく興味があるのだけど、火曜日の
屋外授業は、野球とほとんど同じで、多分我々が「塁球」と呼んでいるソフトボールをやるのです。こうした理由で、僕は火曜日のことを、親しみをこめて、「暗黒の火曜日」
と呼んでいます。
ソフトボールと言えば、それでもルールは僕も少しわかるのですが、どうして僕がそれを恐がっているかというと、原因は鳥取県砂丘の砂よりも更に多いの
で、ここでは簡単に以下のいくつかをあげてみます。
①この運動については、僕は門外漢で、ほんの少しのルールを除いて、そのほかは全くわからない。覚えているのは、白
線の周りを一周走れば、点を取れるということだけど、実際には、ルールは複雑すぎます。
②僕は左利きなので、左利きのグローブにだけ合うのだけど、クラスの中には私に
加えて３人しかいなくて、毎回私左手にはめるはずのグローブを右手にはめるしかなくて、痛くて、思い出したくもないくらいです。
③僕は毎回バットを持ってボールを打っ
て、すべてそのゲームが終わることを意味します。チームメイトはやっとのことで２、３塁に上がって、僕の番になると、全体が犠牲になることが保証されます。どうしてこん
な小さなボールを僕は遠くに飛ばせないの？？？僕は毎晩納得がいかない……。
④同じように、僕がまるで相手チームのスパイであるかのように、毎回失敗するので、僕はみ
んながやるせないだろうと感じて、本当にすぐ地震が起こって地面が裂けるのを望むほどで、試合が進むと恥をかいて、人に会わす顔がないのです。
⑤守備側の時も、同様に
恥ずかしくて、簡単なボールでさえも、僕はちゃんと取れなくて、やっとのことで取っても、落としてしまい、その結果、バッターがラクラクに一周して得点して、ボールが僕
のところまで届いても、ホームラン（本塁打）みたいなものだ。ああ、僕って馬鹿みたいだなあ。
…………
上に書いたように、僕には実現してほしい願いがひとつある。それ
は:
神様、助けて、僕にこれ以上野球をやらせないで。
これは実現不可能だって知ってるけど。。。
　　　　　　　　　トッティ
体育の授業でソフトボールをした火曜日のあ
る日に書きました。僕たちのチームが完敗した午後に。
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母の日

2007.05.13

今日は私達の偉大な母の祝日です。全世界すべてのお母さんたちに感謝して、彼女たちが毎日幸せであることを祈ります！！！
誠実なお母さんに対して一言:
ありがとう

周 游さんの日記



これぞ人生

2007.07.04

“It is life。”
僕は、英語が憐れなほどだめだけど、この言葉は永遠に忘れない。
7月2日、ある平凡な月曜日の夜、僕と二人の仲の良い友達はまだ部屋の中で話に花が咲かせて
いた。話しているうちに、ユーモアのあるTさんが突然ボール状の物体を取り出し、布をかぶせて、僕の目の前に置いて、僕にある意外な嬉しいこと言った。10秒後、布を引き
離すと、新しいNIKEのバスケットボールが現れ、少し上に黒文字でメッセージがあるのが見えた。バスケットボールを持って、まず目に入ったのが“It is life”だった。。。
そ
れを見て、意味はほとんど分かったけど、ただこの言葉だけが少し理解できなかった。この時、Yさんは僕が考え事をしているのを見抜いたみたいで、この言葉の意味の解釈を
始めた。
簡単に言うと、人生は有限で、短くて、僕達にはその長さを変えることができなくて、それでも私達の人生を充実して過ごすことができ、人生に悔いを残さないよう
にすることができる。。。これこそが人生なのだ、と。
彼らの話を聞いて、感激の涙が目にあふれたけど、頭の中では依然としてさっきの一言、メッセージの全てが走馬灯の
ように蘇ってきた。
言葉の面では多くの障害があるけれど、僕達の心はしっかりと一緒になっていて、この10ヶ月を振り返れば、すべてがどんなにすばらしくて、300数日の
情景が1つ1つ脳裏に浮かんだ。本当に時間が永久不変だったらいいのにと思い、このひと時は、僕達に永遠にこの1年を記憶させたと思う。
人生は様々で、僕達のが出会いと
別れはすべて縁であり、必然です。苦しむ必要はなく、悲しむ必要はなく、月と同じで必ず欠けゆく円であって、明日には暗いことがあるかもしれない。
人生を生きていて僕
達が出会い、楽しいことがあったけれど、世界には終わりの無い宴会なんてない。でも今回の別れは永遠の別れとは限らないし、人生のどこかでめぐり会わなくても、神様が私
達を1年間同じように生活させたのだから、僕はきっとまた顔を合わせることができると信じている。非常に遠くに行ってはしまうけれども、千の山であろうと、僕たちの永遠
の友情を隔てることはできない。
Tさんの言った“I never forget you”。この言葉を忘れることはきっと僕の人生においてありえないだろうし、この一年は人生の中で欠くこと
のできないものだった。僕は永遠にあなた達を忘れない。
Dear my firends。

周 游さんの日記



家に着きました

2007.07.29

昨日の朝、家に着きました。先ずは無事に着いたことのご報告まで。

周 游さんの日記



選択

2007.08.20

今日から新学期が始まり、帰国した後、初めて学校に授業を受けに行きました。学校へ行く途中、思わず日本のことを思い出しました。学校へ行く道は同じような道ですが、終
点はぜんぜん違います。
久しぶりに自転車に乗って、目的地が日本の学校だったらいいなあと思っていました。向こうでは、心配事も気兼ねすることもなく、友達といっしょ
にいる時間はどんなにすばらしかったでしょう。僕はこんなことはあり得ないということをもちろん知ってます。けれども、中国に帰って、僕を育てきた学校に戻った今、悩み
がつきません。。。。。。
この一年を振り返って、すべて完璧でした。異国で、僕達が先生や友達から助けを受けることができて本当に感謝してもしきれないし、一生忘れら
れないでしょう。この場を借りて、僕を助けてくれた先生方、友達たちに感謝したいと思います。
同じ年齢で、同じ学生である我々は、日本の高校生ととても大きな違いがあ
ります。日本の高校生が自分が好きなスポーツのために努力している時、僕達は自分の将来のために勉強しています。日本人が自分が好きなスポーツでよい成績を取れるように
楽しんでいる時、僕達は試験で、成績が友達より悪いということでこっそりと悲しみます。彼らが自分の将来の人生のために考える時、僕達の目の前にあるのはただ勉強のみ、
良い大学に受からなければ、自分の将来が無いというわけです。。。。。。
いつもこうしたことを考えるとき、文化の差と感嘆するしかない、すべてこれは運命と思っていま
す。中国のことわざには「運命は自分の手の中にある」というものがあります。確かに、僕達には自分の運命を変えることができます。でも、そのきっかけは何ですか？簡単の
言うと、勉強しかないかなと思います。
今のところ、僕はまた１つの問題に直面しています。高3に進級するか、それとももう一度高2で勉強するか。高3に進学するのは、理
論的では不可能ではないと思いますが、一生懸命勉強し、僅か1年で他の人の2年生の授業を学び終われば、良い大学に受かって、それでもいいわけです。しかし、頭が良く、
一生懸命勉強し、同じ時間で2倍のものを学ぶということは何を意味するでしょうか？毎日食事の時間のほか、勉強するしかない。他の人は12時に寝ても、我々は徹夜で勉強す
るしかない。他の人がいろんな活動に参加している間に、我々は趣味をすべて捨てて、100%勉強しなければならない。ただ1回きりの入試のために、気が狂うような1年を過ご
さなければならない。不合格になったら、すべてが終わります。
ほかの道はもう一度高2で勉強する、これは保険がになるでしょう。でも、元の友達が高校を卒業して、良い大
学に入るのを見ながら、自分はまだ高3で、彼らがすでに歩いた道を歩いて、最もつらい苦痛を経験しなければなりません。さらに、以前の友達のことを思い出しながら、新し
い集団に入り、全く知らない人と一緒に勉強するのはとてもたえられません。
よくよく考えてみると、この一年間日本に行ったのが間違いだったのでしょうか？これも間違い
ないと思います、私はたくさん異国の友達と知り合って、自分も中日両国の交流のために力を発揮したと思います。また、それも人生の中で最も貴重な1年時間の代価でしょ
う。失うことがあれば必ず得るものがあって、後悔しても仕方ない、自分で選んだことはすでに変えることができないのです。
　 もしもう一度選択の機会が私に与えば、僕は
きっとまた日本に行くことを選ぶでしょう。人生はこのように、ときには自分にも理由がわからないことがありますが、僕は日本に行った一年間で多く先生、親友ができまし
た。
だから、僕はこれから留学の高校生達に言いたい。世の中に完璧なことがないですが、成功するかどうか誰も分らないですが、すべてものは自分の願望によって進めてい
くでしょう。自分の選択によって、一生利益を受けさせるか、一生後悔させるかもしれません。
今、僕の目の前に道が2本あります、つまり、進学するか、もう1度二年生の勉
強を選択するか。今後どうなっていくのか、誰も知らないし、ただ自分が選んだ道を進んでいくしかない。自分で選んだ道、後悔しないように頑張っていこう。結果はどうなろ
うが、自分にはやましいところはなく、このように言うことができます。
これは僕自身の選択で、僕は全力を尽くした、と。
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随筆

2007.09.16

長い間ブログに来てなかったけど、なぜか突然思うところがあって、いくつか話しますね。
帰国してあっというまにすでに2ヶ月、しかし外国にいたのがまるで昨日のようで
す。あんなに見慣れてたみんなの顔がだんだんぼやけてきてます。先生みんな、元気にしてますか？私と共に暮らしたあの寮の部屋はあの時のままですか？
一つ一つ感動した
時間が矢のように過ぎ去り、思い出すにつれて、ある切なさと憂いを感じます。最後のあの1ヶ月は忘れられない。帰国する気持ちで私の心は一杯で、なんでまだ帰れないのだ
ろう、なんでまだ1ヶ月あるんだろうと怨んでいた。今日振り返ってみて、あの時先生ともっと話をすればよかった、クラスメートとバスケをもう一度すればよかった、もっと
沢山の忘れられないような思い出を残せばよかった、と思う。
人はいつもこうなのでしょう。過ぎ去って初めて後悔する。世の中に悔いの残らないものはないとは言うもの
の、過ぎ去ったすばらしいことを思い出しては、いつも心残りです。あるいは、人は満足というものを知らないのかもしれません。いつも限りのない幸福と楽しみを望み、明ら
かに完璧なものでさえ、さらに上を望んでしまう。
今日はやるせない思いにとらわれているのかもしれません。エッセーなのでこんなに沢山書きました。又書きますね。

周 游さんの日記



おたずねします

2007.12.09

聞くところによると、みんなは封筒を受け取ったそうです。感想やアンケートということでしたが、僕は受け取っていません。
その封筒のタイトルは具体的には何ですか？ア
ンケートはどこにありますか？連絡板も開けません。明日までに提出しなければならないということですが、どうすればいいですか？

周 游さんの日記



新年を祝して

2007.12.31

このところずっと忙しくて毎日夜まで慌しくしていたけれど、ようやくやっとこの数日間休みになって時間ができたのでここに来ました。
明日は2008年です。香川西高校の先
生方と生徒の皆さん、新年あけましておめでとうございます。心に抱いた願いが叶いますようお祈り申し上げます。
特に3年1組の先生と学友の皆さん、新たな一年、皆それぞ
れが自分の夢を実現することができますように。
とりいそぎお祝いまで。

周 游さんの日記
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